
 

 

 

民 主 島 根 
（1） 2018年 7月 1日 

 

し
ま
ね
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
は
６
月
１
９
日

夕
、
雨
の
中
、
Ｊ
Ｒ
松
江
駅

前
で
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求

め
る
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

「
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
を
」

「
政
治
を
変
え
る
市
民
が
変

え
る
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
っ
た
市
民
ら
６
０
人
が

集
い
ま
し
た
。 

 
市
民
と
野
党
か
ら
６
氏
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
新
日
本
婦

人
の
会
県
本
部
の
舟
木
明
美

事
務
局
長
は
、
安
倍
政
権
の

民
主
主
義
破
壊
や
セ
ク
ハ

ラ
、
人
権
無
視
の
体
質
を
批

判
し
、「
安
倍
政
権
を
終
わ
ら

せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
、
社
民
党
の
山
本
誉
県

議
が
訴
え
、
立
憲
民
主
党
の

亀
井
亜
紀
子
衆
院
議
員
、
国

民
民
主
党
の
森
本
秀
歳
市
議

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

2018年 

 

 

 

ら
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
出
雲
を
は
じ
め
、
全

国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
さ
れ
る
▼
８
年
の

歳
月
を
か
け
て
、
数
年
間
に
一
度
だ

け
〝
一
期
一
会
〟
で
し
か
出
会
え
な

い
美
し
い
瞬
間
を
追
い
求
め
、
全
国

４
７
都
道
府
県
・
２
０
０
カ
所
以
上

で
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
厳
選
し
た
、

１
１
１
分
の
日
本
を
巡
る
旅
と
な
っ

て
い
る
▼
日
本
の
す
べ
て
を
遺
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ピ
ー
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
一
弾
と
し
て

公
開
さ
れ
る
今
作
は
、
東
日
本
大
震

災
で
思
い
出
の
景
色
や
建
物
を
失
う

経
験
を
し
た
映
像
作
家
の
「
日
本
の

美
し
い
景
色
を
後
世
に
遺
し
た
い
」

と
の
想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
紅
葉

の
中
、
虹
色
に
輝
く
那
智
の
滝
（
和

歌
山
県
）
、
雲
海
に
浮
か
ぶ
竹
田
城

（
兵
庫
県
）、
熊
本
地
震
以
前
の
熊
本

城
な
ど
、
空
か
ら
捉
え
た
見
た
こ
と

の
な
い
絶
景
の
数
々
を
収
め
て
い
る

▼
自
分
が
通
っ
た
学
校
と
通
学
路
、

駅
か
ら
見
た
景
色
、
歴
史
を
物
語
る

建
造
物
、
日
々
目
に
見
え
な
い
速
度

で
ゆ
っ
く
り
と
変
化
す
る
自
然
。
動

画
や
写
真
が
簡
単
に
、
誰
で
も
撮
影

可
能
に
な
っ
た
今
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
の
日

本
で
生
き
る
私
た
ち
が
、
美
し
い
観

光
地
に
加
え
て
、
あ
と
少
し
だ
け
「
私

た
ち
が
遺
し
た
い
景
色
」
に
時
間
を

使
う
だ
け
で
後
世
に
遺
す
こ
と
が
で

き
る
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
提
唱
▼
監

督
を
務
め
た
中
野
裕
之
氏
は
「
活
性

化
し
た
い
地
方
を
支
援
し
、
日
本
に

恋
す
る
人
を
増
や
し
て
日
本
を
元
気

に
し
た
い
と
思
っ
て
撮
影
し
た
」
と

コ
メ
ン
ト
。
劇
中
歌
の
竹
内
ま
り
や

の
「
い
の
ち
の
歌
」
と
と
も
に
島
根

県
が
「
一
期
一
会
の
旅
」
に
入
っ
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
劇
場
に
足

を
運
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。 

（
遠
） 

日
本
津
々
浦
々
で
撮
影
さ
れ

た
映
像
を
厳
選
し
、
４
Ｋ
解
像

度
で
映
画
化
し
た
「
ピ
ー
ス
・

ニ
ッ
ポ
ン
」
が
７
月
１
４
日
か
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集まった市民を前に「市民と野党の共闘で安倍政権のウソと

ゴマカシの政治を終わらせよう」と訴える尾村県議（松江市） 

根
を
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
原
発
と
決
別
し
て
安

全
・
安
心
の
島
根
の
道
を
進

む
の
か
―
大
き
な
分
か
れ
道

に
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

尾
村
県
議
は
、
福
島
原
発

事
故
発
生
以
降
、
三
度
に
わ

た
っ
て
被
災
地
を
訪
ね
、「
原

発
事
故
に
よ
っ
て
一
人
暮
ら

し
に
な
っ
た
。
家
族
と
離
れ

離
れ
に
な
っ
て
つ
ら
い
」
と

語
っ
た
９
０
代
の
高
齢
者
の

声
を
紹
介
し
、「
福
島
事
故
は

人
々
の
生
活
と
生
業
、
故
郷

を
奪
い
、
憲
法
が
保
障
す
る

生
存
権
、
幸
福
追
求
権
、
財

産
権
、
居
住
権
な
ど
基
本
的

人
権
を
奪
い
去
っ
た
」
と
指

摘
。
原
発
を
含
め
、
県
政
の

政
策
決
定
の
根
本
に
、
基
本

的
人
権
を
保
障
し
た
「
憲
法
」

と
住
民
の
安
全
を
守
る
こ
と

こ
そ
県
政
の
使
命
と
規
定
し

た
「
地
方
自
治
法
」
を
据
え

る
べ
き
と
要
求
。「
県
民
の
命

と
安
全
を
守
る
こ
と
に
責
任

を
持
つ
県
議
と
し
て
原
発
稼

働
に
突
き
進
む
あ
ら
ゆ
る
動

き
、
策
動
は
容
認
で
き
な
い
」

と
述
べ
、
原
発
稼
働
は
憲
法

に
反
し
、「
原
発
ゼ
ロ
」
を
決

断
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

溝
口
善
兵
衛
知
事
は
、
原

発
の
存
在
（
稼
働
）
は
憲
法

に
反
す
る
の
か
に
つ
い
て

「
色
々
な
立
場
の
人
が
よ
く

議
論
し
、
今
後
検
証
さ
れ
る

べ
き
も
の
」
と
、
明
確
に
答

え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

尾
村
県
議
は
冒
頭
、「
今
、

島
根
は
大
き
な
岐
路
に
立
っ

て
い
る
。
国
内
最
大
級
の
原

発
で
あ
る
島
根
原
発
３
号
機

の
新
規
稼
働
に
よ
っ
て
今
後

１
０
０
年
近
く
も
原
発
の
危

険
を
抱
え
、
原
発
依
存
の
島

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
は
６
月
２
０
日
、
一
般
質
問

に
立
ち
ま
し
た
。（
２
面
に
続
く
）
大
国
陽
介
県
議
は
２
７
日
、

一
問
一
答
質
問
で
県
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。（
次
号
掲
載
） 

 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
は
、
２
０
３
０
年
度
の
原

子
力
発
電
割
合
を
、
現
在
の

約
２
％
か
ら
２
２
％
へ
と
、

１
０
倍
に
す
る
も
の
。
こ
れ

は
、
原
発
３
０
基
分
の
稼
働

に
相
当
し
、
島
根
原
発
２
号

機
再
稼
働
、
３
号
機
の
新
規

稼
働
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

尾
村
県
議
は
、
福
島
事
故

に
無
反
省
の
ま
ま
原
発
を
推

進
す
る
計
画
案
撤
回
を
国
に

求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。 

 

溝
口
知
事
は
「
経
済
発
展

の
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
が
必
要
で
原
発
は
一
つ

の
手
段
に
な
っ
て
い
る
」
と

国
の
計
画
案
を
容
認
。 

 

尾
村
県
議
は
、
①
改
良
型

沸
騰
水
型
軽
水
炉
の
３
号
機

は
コ
ス
ト
優
先
で
、
原
子
炉

建
屋
と
格
納
容
器
を
一
体
化

し
、
十
分
な
安
全
性
の
検
証

も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

②
管
内
の
電
力
供
給
は
安
定

供
給
の
８
％
を
大
き
く
上
回

る
１
０
・
５
％
～
２
２
・
５
％

で
推
移
す
る
見
通
し
で
あ
る

こ
と
、
③
経
済
、
環
境
を
口

実
に
し
た
原
発
必
要
論
な
ど

成
り
立
た
ず
、「
原
発
こ
そ
究

極
の
ハ
イ
コ
ス
ト
・
ハ
イ
リ

ス
ク
で
あ
る
」
と
主
張
し
ま

し
た
。 

●午後２時～ 

出雲市・朱鷺
と き

会館 
 

弁士 
・笠井あきら衆院議員 

（党政策委員長） 

・大国陽介県議 

●午前１０時３０分～ 

松江市・テルサホール 
 

弁士 
・小池あきら参院議員 

（党書記局長） 

・仁比聡平参院議員 

・尾村利成県議 


